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首
長
責
任
と
業
務
継
続
計
画

　

災
害
へ
の
事
前
準
備
や
事
後
対
応
に
首
長
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
指
摘
す
る
ま
で

も
な
い
。
首
長
の
指
導
力
は
自
治
体
の
規
模
、
本
人

の
性
格
や
経
験
、
そ
れ
に
公
務
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
件
に
よ
っ
て
異
な
る
。
中
に
は
、

被
災
経
験
を
持
ち
防
災
に
強
い
関
心
を
払
う
首
長
が

い
る
。
そ
れ
が
災
害
時
に
マ
イ
ナ
ス
に
働
く
こ
と
も

あ
る
。
災
害
対
応
の
経
験
が
自
信
に
変
わ
り
、
異
変

に
対
す
る
首
長
判
断
を
狂
わ
せ
る
の
で
あ
る
。
最
近

の
豪
雨
災
害
で
は
震
災
を
経
験
し
た
首
長
が
対
応
を

誤
り
、
被
害
を
大
き
く
し
た
事
例
が
出
て
い
る
。

　

防
災
に
関
心
を
寄
せ
る
首
長
は
、
ま
だ
ま
だ
少
数

派
で
あ
る
。
多
く
は
災
害
対
策
が
重
要
な
政
策
課
題

で
あ
る
こ
と
は
理
解
し
て
い
る
。
し
か
し
、
実
情
は

そ
れ
が
行
動
に
結
び
つ
か
な
い
。
忙
し
い
首
長
に
、

防
災
対
策
を
じ
っ
く
り
考
え
る
余
裕
は
な
い
。
そ
の

結
果
の
一
端
は
２
０
１
６
年（
平
成
28
年
）年
9
月
14

日
の
新
聞
記
事
に
明
ら
か
で
あ
る
。

　

自
治
体
に
は
業
務
継
続
計
画（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）を
作
成
す

る
こ
と
が
奨
励
さ
れ
て
き
た
。
２
０
１
５
年
５
月
に

内
閣
府
は
市
町
村
向
け
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し

て
い
る
。
こ
の
指
針
は
、（
１
）首
長
が
不
在
時
の
代

行
順
位
を
明
確
に
す
る
こ
と
、
職
員
の
参
集
体
制
を

決
め
る
こ
と
、（
２
）本
庁
舎
が
使
用
で
き
な
い
場
合

の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
態
勢
を
準
備
す
る
こ
と
、（
３
）電

気
、
水
、
食
料
を
確
保
す
る
こ
と
、（
４
）多
様
な
通

信
手
段
を
準
備
す
る
こ
と
、（
５
）重
要
な
行
政
デ
ー

タ
の
保
存
を
考
え
る
こ
と
、（
６
）非
常
時
の
優
先
業

務
を
検
討
し
整
理
す
る
こ
と
の
６
項
目
を
業
務
継
続

計
画
の
最
低
要
件
と
し
て
い
る
。

　

記
事
は
被
災
時
の
業
務
継
続
計
画
を
策
定
し
た
市

区
町
村
は
、
１
７
４
１
件
の
内
、
７
３
７
自
治
体

（
42
％
）に
止
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
６

要
素
す
べ
て
を
網
羅
し
た
計
画
を
持
つ
の
は
89
自
治

体
、
わ
ず
か
５
％
に
過
ぎ
な
い
。
鳥
取
県
で
は
19
の

自
治
体
す
べ
て
が
策
定
を
終
わ
っ
て
い
る
が
、
そ
れ

に
つ
づ
く
の
が
北
海
道
の
93
％
と
徳
島
県
の
88
％
で

あ
る
。
反
対
に
策
定
実
績
の
低
い
の
は
、
佐
賀
県
の

５
％
と
島
根
県
５
％
、
そ
れ
に
岡
山
の
７
％
に
な
っ

た（
朝
日
新
聞
、
２
０
１
６
年
9
月
14
日
）。

　

記
事
と
は
異
な
る
が
、
別
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
自
治

体
に
業
務
継
続
計
画
が
作
れ
な
い
理
由
を
尋
ね
た
こ

と
が
あ
る
。
そ
の
中
に
「
業
者
へ
の
入
札
が
終
わ
っ

て
い
な
い
」
と
い
う
不
思
議
な
回
答
を
寄
せ
る
自
治

体
が
あ
っ
た
。
首
長
の
防
災
へ
の
姿
勢
が
積
極
的
で

あ
れ
ば
出
る
こ
と
の
な
い
反
応
で
あ
る
。
災
害
対
策

で
首
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
い
か
に
重
要
か
、
改

め
て
認
識
す
る
思
い
が
し
た
。

豪
雨
被
害
と
対
策
の
不
備

　

２
０
１
６
年（
平
成
28
年
）年
８
月
末
、
台
風
10
号

が
東
日
本
の
自
治
体
を
直
撃
し
た
。
台
風
は
岩
手
県

岩
泉
町
で
19
名
の
高
齢
者
が
犠
牲
に
な
る
被
害
を
生

ん
だ
。
人
口
1
万
人
の
こ
の
町
は
、
多
く
の
自
治
体

と
同
様
、
防
災
は
13
名
の
総
務
課
で
課
長
を
含
む
５

首
長
主
導
の
防
災
用

「
業
務
継
続
計
画
」
の
整
備

明
治
大
学
名
誉
教
授
、
日
本
自
治
体
危
機
管
理
学
会
会
長　
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名
が
担
当
す
る
態
勢
を
取
っ
て
き
た
。
岩
泉
町
は
今

回
、
豪
雨
災
害
が
発
生
す
る
直
前
に
克
明
な
防
災

マ
ッ
プ
を
完
成
し
て
い
る
。
災
害
に
は
意
識
の
高
い

自
治
体
で
あ
る
が
、
業
務
継
続
計
画
に
は
問
題
が

あ
っ
た
。

　

同
町
で
は
８
月
29
日
早
朝
か
ら
１
時
間
80
㎜
を
超

す
豪
雨
が
降
り
始
め
た
。
雨
は
翌
日
も
続
き
、
町
は

避
難
準
備
情
報
を
発
令
し
避
難
所
を
６
カ
所
設
営
し

た
。
そ
の
後
、
状
況
は
一
端
、
落
ち
着
い
た
が
、
そ

れ
も
つ
か
の
間
、
雨
は
再
び
激
し
く
降
り
出
し
た
。

盛
岡
気
象
台
は
や
が
て
「
50
年
に
一
度
の
記
録
的
大

雨
、
豪
雨
は
２
〜
３
時
間
続
く
見
込
み
」
と
い
う
情

報
を
流
し
た
。
そ
れ
に
相
前
後
し
て
町
を
流
れ
る
河

川
が
氾
濫
し
、
高
齢
者
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
は
じ

め
各
地
で
大
き
な
被
害
が
発
生
し
た
。

　

こ
の
災
害
経
験
は
、
業
務
継
続
計
画
の
必
要
性
と

重
要
性
を
改
め
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
台
風
の
接

近
に
伴
い
町
役
場
に
住
民
か
ら
の
電
話
が
殺
到
し

た
。
町
民
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
は
、
総
務
課
に
備
え

ら
れ
た
11
台
の
電
話
に
直
結
す
る
仕
組
み
で
あ
っ

た
。
当
初
、
５
名
の
職
員
が
電
話
の
対
応
に
あ
た
っ

た
が
、
要
員
は
や
が
て
11
名
に
増
や
さ
れ
た
。
住
民

か
ら
の
電
話
連
絡
は
、
が
け
崩
れ
や
浸
水
を
伝
え
る

も
の
な
ど
、
い
ず
れ
も
生
命
と
財
産
に
関
わ
る
重
要

な
内
容
で
あ
っ
た
。
そ
の
対
応
に
全
職
員
が
追
わ

れ
、
役
場
は
大
混
乱
に
陥
っ
た
。
そ
の
こ
と
が
、
県

へ
の
連
絡
を
遅
ら
せ
る
原
因
に
な
っ
た
。

水
害
対
応
と
情
報

　

内
閣
府
は
水
害
対
応
に
関
し
て
、
住
民
か
ら
の
問

い
合
わ
せ
に
は
窓
口
を
一
元
化
す
る
こ
と
、
職
員
が

災
害
対
策
に
必
要
と
さ
れ
る
持
ち
場
や
事
務
に
専
念

で
き
る
態
勢
を
作
る
こ
と
な
ど
を
説
い
て
き
た
。
残

念
な
が
ら
、
今
回
の
災
害
で
は
こ
う
し
た
準
備
が
十

分
で
な
か
っ
た
。
住
民
か
ら
の
膨
大
な
問
い
合
わ
せ

が
、
役
場
の
初
動
体
制
を
マ
ヒ
さ
せ
被
害
を
大
き
く

し
た
可
能
性
が
高
い
。
今
後
、
首
長
は
発
災
時
に
住

民
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
問
い
合
わ
せ
に
ど
う
対
応
す
る

か
、
そ
の
方
法
を
業
務
継
続
計
画
の
一
部
に
し
て
お

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

住
民
が
電
話
番
号
を
事
前
に
登
録
す
る
シ
ス
テ
ム

を
採
用
す
る
自
治
体
が
あ
る
。
６
割
以
上
が
実
施
す

る
制
度
で
あ
る
が
、
登
録
者
が
１
割
と
少
な
い
。
今

後
、
こ
の
制
度
の
効
用
を
住
民
に
広
報
す
る
こ
と
が

望
ま
れ
る
。
も
う
一
つ
は
、
自
治
体
の
24
％
が
取
り

入
れ
て
い
る
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
の
設
置
で
あ
る
。
こ

れ
は
不
測
事
態
が
発
生
す
る
と
、
住
民
は
自
治
体
既

定
の
番
号
に
電
話
を
か
け
情
報
を
入
手
す
る
仕
組
み

で
あ
る
。

　

情
報
と
い
う
点
で
は
、
今
回
、
停
電
が
大
き
な
問

題
に
な
っ
た
。
8
月
30
日
午
後
8
時
25
分
に
至
っ
て

岩
泉
の
全
町
が
停
電
し
た
。
1
万
口
に
及
ぶ
電
源
が

切
断
さ
れ
、
情
報
手
段
が
す
べ
て
ス
ト
ッ
プ
す
る
事

態
が
発
生
し
た
。
町
は
情
報
途
絶
地
帯
と
化
し
た

が
、
こ
れ
も
業
務
継
続
計
画
な
ど
で
事
前
に
対
策
を

講
じ
て
お
く
べ
き
課
題
で
あ
っ
た
（
朝
日
新
聞
、

２
０
１
６
年
９
月
29
日
夕
刊
）。

　

被
災
地
か
ら
の
連
絡
が
こ
な
い
岩
手
県
は
、
連
絡

員（
リ
エ
ゾ
ン
）を
現
地
に
派
遣
し
状
況
の
把
握
に
努

め
た
。
同
じ
よ
う
な
派
遣
は
そ
の
後
、
国
土
交
通
省

や
内
閣
府
、
そ
れ
に
消
防
庁
か
ら
も
続
き
、
事
後
対

応
は
よ
う
や
く
本
格
化
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の

災
害
を
機
に
、
岩
手
県
は
目
下
、
ク
ラ
ウ
ド
方
式
に

よ
る
災
害
情
報
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
県
内
の
市
町

村
が
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
情
報
を
瞬
時
に
引
き
出
せ
る

制
度
の
構
築
に
努
め
て
い
る
。
そ
れ
が
ど
う
活
用
さ

れ
る
か
、
今
後
の
推
移
に
注
目
が
集
ま
る
。

（
こ
の
稿
に
は
、
岩
手
県
庁
、
岩
泉
町
の
防
災
担
当

職
員
の
皆
さ
ん
か
ら
多
大
の
協
力
を
得
て
い
る
）。
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